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研究成果の概要（和文）： 3種類の方法（落下法、AS法、PC法）で、地域別の浮遊カビを測定したところ、低い相関性
が示唆された。PC法では、対象となる空間の条件を、厳密に設定しなければ、比較が難しいことがわかった。
 地域別一般家庭におけるカビ被害の実態調査の結果、採取箇所の平均気温は、日本海側15.4℃、太平洋側18.8℃であ
った。また平均湿度は、日本海側49.0%、太平洋側42.0%であった。両地域ともにCladosporiumとPenicilliumを確認し
た。

研究成果の概要（英文）： By the three methods as dropping method, air sampler (AS) method and particle 
counter (PC) method, the distribution and contamination of floating molds were measured and was suggested 
with the low correlation. The PC method, the condition of the space in question, to be set precisely, it 
was found that comparisons difficult.
 As the results of research in the region by the general household, the average temperature of the 
collection point is, the Sea of Japan side ; 15.4 ℃, the Pacific Ocean side ; 18.8 ℃. The average 
humidity is the Sea of Japan side; 49.0 %, the Pacific Ocean side; 42.0 %. It was confirmed Cladosporium 
and Penicillium in both areas.

研究分野：総合領域
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１．研究開始当初の背景 
 カビの研究は、アレルギーとしてのカビ
（1990年代～）、感染症としてのカビ（1970
年代～）およびカビ毒としてのカビの存在
（1970 年代～）ほとんど医学的観点から対
象とする特定のカビの分布や特性の調査研
究である。文化財被害としてのカビ汚染
（2000 年代～）は研究されてきたが、2011
年東日本大震災以後に大きな問題となって
いる。生活環境カビの研究は、食品の視点、
衣服の視点、住環境の視点と別々に研究がな
されているものが多い。カビと空気質を統合
した生活衛生の観点から研究され、それらの
評価方法の確率化しているものはほとんど
ない。 
 健康被害の原因の 1つにあげられるカビは、
近年社会問題化し重要視されてきている。空
気質に関係するシックハウス症候群（SHS）
は、ホルムアルデヒドを代表とする化学物質
（VOC）が原因物質としてよく知られている。
さらに国内でも微生物由来揮発性有機化学
物質（mVOC）を含めた「トキシックダスト
（TD）」が注目されはじめてきた。アメリカ
でも水害後にカビが発生した建物に居住す
るヒトの疫学研究から、室内におけるカビの
発育と呼吸器症状の間に強い因果関係があ
ることもわかってきている。さらには住宅の
環境問題とともに、カビ汚染による臭気問題、
また健康被害に関与するカビの被害防止に
向けた取り組みもはじまっている。住環境の
事情は異なるが、ヨーロッパでも同様に SHS
や特定微生物による健康被害が問題となり、
室内カビ汚染に関して基準値制定の動きも
活発化している。 
 生活環境のカビ汚染は先進国において大
きな社会問題となっており、日本でもカビ被
害のリスク評価と客観的な評価方法を確立
するために早急に取り組む必要がある。本研
究を進めることにより、室内環境での多様化
した真菌による危害を TDとして考え、環境
衛生と健康の両面から快適で健康的な生活
環境を評価する方法として有用であると考
える。 
 
 
２．研究の目的 
 多種多様な微生物やその産生物質が、室内
環境には普遍的に生息・分布している。建築
基準にもシックハウス症候群（SHS）対策と
して、クロルピリホス及びホルムアルデヒド
等の物質に対する建築建材の健康被害防止
を平成 15（2003）年 7 月より施行し規制す
るようになった。空気質の生活環境カビの伝
播と汚染に関する今までの国内外の研究を
みると、カビを総合的視野にたって研究した
報告は非常に少ない。空気質と生活環境カビ
について知ることは、カビの汚染程度による
健康影響を知り、生活環境の改善法を提案に
つながる。さらには世界規模で広がるカビ被
害の基礎データとしても幅広く利用される

であろう。本研究は、生活環境カビの伝播と
汚染を総合的に調査研究し、リスク評価と客
観的な評価方法の作成を行う。 
 
 
３．研究の方法 
 研究者らは、太平洋側地域の室内・室外の
カビの経年変化、月別変化、およびカビ属の
分布を長期に渡り調査してきた。それらの多
くのカビの基礎資料としては有用である。し
かし、それを生活環境の快適評価を一般の
人々や企業開発者らに活かされていないの
が現状である。また、予備調査により日本海
側と太平洋側地域の室内・室外のカビの分布
や総量も大きく異なることがわかってきた。
そのため、今までの研究をより明確に結びつ
け活かすために 3課題を調査研究し、地域別
のよりよい生活環境の快適評価の客観的評
価法の作成に取り組んだ。 
 
(1) 地域別の浮遊カビに関する研究、および
カビ細胞片分布の特異性探索 
 本調査研究は、平成 23 年度に予備調査し
たカビ生態分布調査研究に基づいて実施し
た。日本海側と太平洋側地域でそれぞれ測定
する。落下法とエアーサンプラー法（AS法）
に加え、迅速測定可能なパーティクルカウン
ター法（PC 法）でカビ汚染度を測定し、室
内・室外環境のカビ動態を把握するためのサ
ンプリングを行った。サンプリングは 1ヶ月
に 4～5回のペースで採取した。 
 調査によって得られた浮遊カビを分離し、
その中から主要な種類に限って分布特異性
を検討した。地域別に同種のカビを使用し、
建材・室内素材由来カビと浮遊カビとの相関
性を栄養成分（無機質・繊維・鉱物）と環境
状態（湿度・温度・水分）の比較検証を行っ
た。同時に、カビ細胞片の分布特異性の比較
も実施した。調査期間は 1～2年間とした。 
 
(2) 地域別の室内・室外環境におけるカビ汚
染測定技術の開発と客観的評価方法の作成 
 継続採取の落下法とエアーサンプラー法
（AS法）、迅速測定可能なパーティクルカウ
ンター法（PC 法）でカビ汚染度を測定し、
室内・室外環境のカビ動態を把握した。測定
後それぞれの相違を比較評価した。また使用
培地の検討と、室内・室外環境測定方法にお
けるカビ汚染の簡便技術法とその相互的評
価方法を検討した。 
 
(3) 快適な室内・室外環境をめざすための地
域別一般家庭におけるカビ被害の実態調査
と、健康意識調査に関する研究 
 地域により屋外のカビ浮遊状況と居住環
境も異なることから、多数の居住環境とカビ
発生状況を確認するため、健康意識（カビ被
害確認を含む）調査とカビ被害の実態調査を
行った。カビ被害確認調査を含む健康意識調
査を実施した。計測結果は後日、対象住宅へ



送付する。 
 平成 25～27 年の継続測定データとカビ汚
染・測定方法を客観的評価（ランク付け）し、
その与える影響を解析した。さらに地域別の
カビ汚染度の客観的評価法を作成中である。 
 
４．研究成果 
(1) 地域別の浮遊カビに関する研究、および
カビ細胞片分布の特異性探索 
 従来、空中カビのカビ調査は、エアーサン
プラー法（以下、AS 法）と、落下菌測定法
（以下、落下法）がほとんどである。近年、
空気中の微粒子測定方法としてパーティク
ルカウンター法（以下、PC 法）で測定する
機会が多くなりつつある。PC 法はリアルタ
イムに測定できるが、生物と非生物の区別が
できないデメリットがある。また AS法と落
下法は、培養期間が必要であるため、リアル
タイムな計測は不可能である。3 種類の測定
方法を比較し、評価方法の検討を行った。 
 その結果、図 1, 2、および表 1の結果を得
た。3 種類の方法は、低い相関性が示唆され
た。PC 法では、対象となる空間の条件を、
厳密に設定しなければ、比較が難しい。落下
法や AS法の調査データを比較し、経時的な
測定を積み重ねたうえで、比較検討する必要
がある。地域における相違は、測定数等を同
一にするなど、条件設定を精査する必要があ
る。現状をまとめると、太平洋側地域（神奈
川）に比べ、日本海側地域（新潟）の方が特
に冬期に菌数が非常に少ない。夏期の菌数が
多いため、平均すると日本海側地域の法が総
菌数は高値であった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1 地域別落下法の季節変動（室内） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 2 地域別 AS法の季節変動（室内） 

 
 

表 1 地域別 PC法の季節変動（室内） 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
(2) 地域別の室内・室外環境におけるカビ汚
染測定技術の開発と客観的評価方法の作成 
 従来法の落下法と AS 法に対し、PC 法は
弱い相関がみられた。多くのデータについて
現在、客観的評価法を科学的根拠に基づき統
計解析し検討している。この結果については
今後温度や湿度との関係を含め、解析が終了
次第、報告する。 
 
 
(3) 快適な室内・室外環境をめざすための地
域別一般家庭におけるカビ被害の実態調査
と、健康意識調査に関する研究 
 住環境は、地域により異なるため、日本海
側地域の新潟と、太平洋側地域の東京・神奈
川で予備調査を 2015年 2月に実施した。協
力者には、次の① 住宅内の 1 カ所を拭き取
り、試料を提出。② 拭き取りした試料採取
場所、およびその住宅について、「住宅のカ
ビ実態調査票（予備調査）」への回答。③ 「住
宅のカビ実態調査票（予備調査）」の質問内
容や、不明な点、当てはまらないなど、記入
に際し戸惑った箇所の指摘依頼の 3つの依頼
をした。質問票は、高鳥らが過去に実施した、
(財)住宅リフォーム・紛争処理支援センター
と共同研究で使用したアンケート調査内容
を参考に、本研究の目的に沿うように質問票
を改変した。質問票は 5つのセクションから
なる、全 32 項目の構成となった。それぞれ
の地域への協力数は 20件実施した。 
 その結果、日本海側地域では、協力依頼 20
件中、回答数 19件であった（回収率 95%）。
その内訳は持ち家 6件（木造；5件、鉄筋コ
ンクリート；0 件、不明；1 件）、借家 13件
（木造；4 件、鉄筋コンクリート；9 件）で
あった。太平洋側地域は、協力依頼 20件中、
回答数 14件であった（回収率 70%）。内訳は
持ち家 7件（木造；4件、鉄筋コンクリート；
3件）、借家 7件（木造；3件、鉄筋コンクリ
ート；3 件、不明；1 件）であった。予備調
査ではあるが、木造住宅および鉄筋コンクリ
ート住宅の採取数は半数程度となった。 
 地域別を比較した結果（図 3）、換気の有
無は、太平洋側地域の方が約 2倍高値であっ
た。換気時間は、冬期（2 月）にもかかわら
ず、両地域とも 1時間程度であった。使用暖
房機器は、両地域ともエアコンが最も多かっ
た。採取箇所の平均気温は、日本海側 15.4℃、



太平洋側 18.8℃であった。採取箇所の平均湿
度は、日本海側 49.0%、太平洋側 42.0%であ
った。 
 菌相の違いを確認したところ、日本海側地
域では約 6割の住宅で検出されなかった。検
出場所（基質）が異なるため比較は難しいが、
Cladosporium と Penicillium を確認した。
太平洋側地域では、約 1割の住宅で検出され
なかった。検出場所（基質）が異なるため比
較は難しいが、高頻度に Yeast と、
Cladosporium、及び Penicilliumを確認した。
検出の頻度は低いが Aspergillus 属や
Wallemia 等も確認した。検体数が少ないた
め）現時点では、築年数や構造の違いによる
差は確認できなかった。 
 2016 年 1 から 2 月にかけて本調査を実施
した。日本海側および太平洋側地域、それぞ
れ 100件の調査を行った。現在、解析検討中
である。この結果については今後学術雑誌に
報告する予定である。 
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〔産業財産権〕 
○出願状況（計 0件） 
 なし 
 
○取得状況（計 0件） 
 なし 
 
 
〔その他〕 

NPO法人 カビ相談センターにて、機関紙
『かびと生活』の編集委員長、および「カビ
基礎技術研修」、「セミナー」、「講演会」を年
間 10回程度の企画・運営等を行っている。 
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